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☆☆ これからの RCAの活動 ☆☆ 
緑 園 都 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 会 

理 事 長   見  瀬  賢  悟 

会員の皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素より RCA活動に対して多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

 さて、春爛漫の昨今は従前のコロナ禍にもだいぶ落ち着きが見られるようになってきているようですが、皆様

にはお変わりございませんでしょうか。我々は三密を避けるために様々な工夫を凝らし、多少の不備はあるものの

何とか最大の効果を上げるべく努力してまいりました。その結果、一昨年の「住まいのまちなみ賞」受賞に伴うまち

づくり活動の推進や、RCA支援の「緑園都市緑化推進クラブ」と「緑園花と緑の会」による四季の径と緑園都市駅

周辺の緑化をさらに推し進めることができました。これからも地域と時代のニーズに合った対応が図られるよう心掛

けるとともに、快適で安全・安心な住環境づくりに邁進していく所存でございます。 

 

今年度 RCAは、本格的な変革期を迎えます。緑園における持続可能な組織の実現に向け、今一度、諸活動

の内容等を吟味して、必要ならば街の関連諸団体等との関係性も見直し、それらを会則等に反映するとともに、

今の組織の在り方そのものの変更も視野に入れて検討することを積極的に進めております。その流れの中で、事

前に我々RCAが目指す組織の在り方等について連合自治会や各自治会の皆様にご理解を得るため、RCAの

NPO法人化に関して説明会を催してまいりました。その説明会においては、参加者の皆様から我々RCAに対し

ての様々なご提案がありました。十分に参考にさせて頂きたいと思っております。ただ今は、解決策の第一歩とな

るであろう NPO法人化の実現に重点を置き、それに目途がついた時点で、ご提案等については改めて将来の

見直しに反映することを検討して参りたいと考えております。 

 

また、緑園では、緑園都市駅前の活性化と緑園西小学校の後利用という二つの大きなテーマを抱えており、緑

園学園の開校後も、従前のコロナ禍における制約の下、RCAは、フェリス女学院大学や相鉄グループなど街の

関連諸団体とこれらのテーマに関して協議を続け、一定の成果を上げて参りました。今年度も引き続き、従来の

RCA としての活動に加え、これらのテーマを主要なプロジェクトと位置づけて取り組んで参る所存でございます。 

 

この街緑園は我々住民のまちです。今後とも皆様のご支援とご協力を心よりお待ち申し上げております。 

 

以上 

～ 「第３6回ＲＣＡ総代会のお知らせ」 ～ 

 

 

 

 

本内容ご確認頂き、ご意見・ご質問のある方は以下までご連絡をお願いいたします。 

 メール：r-c-a@22.catv-yokohama.ne.jp 

 電話：045-812-8307 

 

ＩＮＤＥＸ 

理事長挨拶 1頁 

2022年度活動報告 2～4頁 

2023年度活動方針(案)  5～6頁 

決算報告・予算(案) 7頁 

イベント案内 8頁 

日   時 ２０２３月５月２１日（日）午前１０時～ 

場   所 サン・ステージ緑園都市西の街コミュニティセンター1階ホール 

ＲＣＡ便り 
2023年 5月号  
発行：広報委員会 

RCA 事務局：812-8307 

mailto:r-c-a@22.catv-yokohama.ne.jp
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ＲＣＡ総代会議案書 概要説明 

 

第１号議案 2022年度活動報告 

 
 ２０２２年度ＲＣＡの活動は、一昨年同様コロナ禍の影響により制約を受

けましたが、そんな中でも、従来からの各種活動に加え、ＲＣＡ内はもとよ

りまちづくりに関わる各種関係団体等との意見交換・検討会等を実施し、

各種活動を進めてきました。以下主だった検討会等の状況と、そのような

状況下でも、議論等を踏まえ昨年度重点的に活動した事項等について

報告いたします。 

(1) 理事会：リモートと対面の併用開催 

(2) 専門委員会及びWG検討会の開催 

(3) フェリス女学院大学学生との連携 

(4) 相鉄グループとの連携 

(5) 駅前活性化プロジェクトの活動 

(6) NPO法人化にかかる各種検討 
 

１．快適で安全な居住環境の維持・創造に関する事業 

 

[緑化推進活動] 
緑化推進活動として「私たちのまちを緑と花のあふれるまちにしましょう！」を合言葉に下記の活動を推進致

しました。 

 駅前活性化プロジェクトの一環として「緑園花と緑の会」は３年目を迎えました。 

 

(1) 「花壇の維持管理（年間）」と「花植え活動」の推進（①②④⑤「緑園花と緑の会」活動） 

①四季の径遊歩道の花壇 

②駅前東・西花壇プランター 

③集会施設花壇 

④駅西口ロータリー 

⑤駅東口ロータリー

(2) 「花の頒布会の開催」（緑園学園交流広場 ） 

春の花の頒布会実施（５月)  ２４２世帯 ３３５７株 

秋の花の頒布会実施（10月) ２１５世帯 ３０８６株 

(3) グリーンバンク制度（花木のリサイクル）の推進（年間） 

(4) 園芸用品の貸出し（通年） 

(5) 「RCA緑園花と緑の会」 発足から３年目の活動 

緑園都市駅前を花と緑で整備し、地域の玄関口の活性化を図ること

を目的として、相模鉄道株式会社様との覚書沿って策定した年間計

画に基づき、２０２２年度会員１６名で活動を行いました。 

①駅東口ロータリー花壇の新設、管理 

②駅東口・西口花壇の管理 

③駅周辺プランターの管理 

④植栽桝の剪定・除草 

⑤チガヤの撲滅 

⑥駅周辺の落ち葉等の清掃 

⑦緑園学園三年生の校外授業で、駅前での活動の説明を実施 

⑧「相鉄線・東急線清掃でもつながる！」キャンペーン（横浜市主催）に   

11名が、諸団体とともに参加 

⑨緑園都市駅長様交代に伴う駅前花壇等緑化活動引継会議を実施 

（駅東口ロータリー花壇の新設） 

（植栽桝の選定） 

（リモート対面併用理事会の様子） 
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⑩駅周辺の改善を連携し取組み、高木剪定や駅舎清掃等が相模鉄道株式会社様により実施 

⑪緑園都市緑化推進クラブの活動に参画（毎月第三日曜日９：３０～定例会、２０２３年２月「ハンギング 

バスケット講習会」に４名参加） 

『緑園都市緑化推進クラブ』・・・ＲＣＡと四丁目西自治会とが協賛して活動。 

横浜市の地域緑のまちづくり事業“の助成金を活用し、四季の径を中心とした緑園 3丁目、4丁

目、6丁目地域の緑化を令和 3年 4月から総額予算 1,500万円の助成を受け緑化を推進 

 

[まちづくり・環境整備活動]  
(1) 安全・安心・温かいまちのために 

① 防犯カメラの増設と維持管理活動 

緑園学園の通学路新設に伴い、サン・ステージ緑園都市西の街の協力で、四季の径横の敷地に

防犯カメラ 2台を増設し通学路の見守り活動に貢献。 

駅出口、遊歩道トンネル、遊水池に設置済防犯カメラ８台の維持管理と警察への捜査協力 

② 四季の径に歩道を新設 

緑園学園の開校に伴い、2022年 6月より通学路となる道に泉土木の許可を得て通路を新設 

③ 「青色回転灯防犯パトロールカー」(通称:青パト)の推進 

 

(2) 美しいまちのために 

① まちの顔（緑園都市駅前・四季の径）を美しく 

泉土木が年 2回実施する清掃とは別に、以下整備を実施 

・年末一斉清掃＝中止   ・遊歩道の除草＝９月実施   ・6丁目ササの強剪定＝9月実施 

② 地域グループの清掃・美化活動への協力・支援 

駅前広場など清掃・花壇の管理をする南・北緑友会を支援。 

③  「緑園まちづくりガイドライン（紳士協定）」遵守の協力依頼 

良好な住環境を維持するため新築・改築の際、建築主・業者に説明･協力を要請。 

④ 「住まいのまちなみ賞」受賞に伴う活動（https://www.machinami.or.jp/pages/contest_result16.shtml） 

「住まいのまちなみ賞」を受賞し 2年目になります。今年度の助成金 50万円を有効に活用するた

め、フェリス祭での広報活動や以下の活動を実施しました。 

① 横浜市立大学との協業 

昨年全戸アンケートでお世話になった齋藤研究室と検討

会・街歩きなど継続実施。これまでの活動内容をまとめた

論文も発行。

(https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/57/3/57_1333/_pdf) 

② 緑園学園との協業 

緑園学園総合学習の授業で RCA活動の Q&Aを実施。

四季の径の緑化に関心高く、生徒の手作り樹木銘板を作

成し、設置。 

 

(3) コミュニティで情報を共有し、絆を強めるために 

今年度におけるフェリス女学院大学緑園キャンパスや横浜緑園高校、緑園東・緑園西小学校、事業者

の協力を得て実施する「一斉清掃」など各種共同作業につきましては、一部を除いてコロナ禍の影響を

配慮して自粛・中止と致しました。 

 

(4) 横浜市立緑園西小学校の後利用 

2022年 10月に行政より旧緑園西小学校の後利用に関するアンケートの調査結果が公表されました。そこで

は、緑園をはじめとした周辺の各地域からの要望が集計され、最後に行政の意向として「民間事業者による

活用を基本とする」とされているだけで、最終決定は未決とされています。 

 

（手作り樹木銘板） 

https://www.machinami.or.jp/pages/contest_result16.shtml
https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalcpij/57/3/57_1333/_pdf
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２．会員相互の充実した交流を支援する活動 

 

[国際交流活動] 
(1) フェリスとの交流 

・英会話授業でラドバーンや緑園のまちづくりについて、受講生が４班に分かれ英語で発表。 

   ・発表の日には、RCAからは、国際交流委員なども招かれ講評を求められました。  

   ・元フェリス留学生とメールやグリーティングカードを通じて近況や情報交換などを継続。 

緑園を訪ねてきた元ドイツからの留学生（１月）、インドネシア留学生（フェリスの 2014年留学生）（3

月）が緑園を来訪。 

（２）姉妹住宅地ラドバーン 

ラドバーン小学校と緑園学園との文通支援 

⚫ 年末年始の Season’s Greetings cardの交換 

⚫ 両住宅地の最新景色写真をラドバーンと相互に交換し、ホームページにアップロード。 

 

[広報活動]  
（１）ＲＣＡだより（2回発行）  

⚫ 5月号 ： 総代会要約版 イベント案内他 

⚫ 10月号 ：四季の径緑化活動、まちなみコンクール表彰、花と緑の会活動、防犯パトロールボランテ

ィア募集他 

(2) 緑えんネットの運営、サーバー管理 

(3) 緑園地域の広報活動  

(4) ＲＣＡの活動内容を紹介するための活動 

 

[青少年交流事業] 
「ＮＰＯ横浜ラービークラブ」を支援：ラービークラブでは下記の事業に取り組まれました。 

（１）地域のスポーツ振興と青少年の育成に貢献する事業 

（２）当法人会員相互の親睦並びに地域の青少年との交流を目的とした事業 

 

[子育て支援事業] 
「ピッコロひろば」を支援 ：2022年度は、新型コロナ感染症予防のため、利用人数の上限を６組 14名に制限

したが、コロナ流行の鎮静に伴い利用者、特に 0歳児の利用が多い傾向が見られた。その結果、延べ 1,254

組（2,666名）の利用があった。 

 

[イベント開催支援活動] 
緑園地域における住民どうしの交流とコミュニティ形成の広がりを促進する目的で活動しているサークルに

対し、広報など側面からの支援や住民参加を対象に開催したイベント企画を支援しています。なお 2022 年

度の開催は、下記の３大会の支援と後援をし、交流を図っていただきました。 

  ・テニス大会後援（５月・１０月）    ・マラソン大会後援（２月） 

 

[地域活動・行事への参画] 
・地域活動団体支援として「緑園サロン」、「緑園地区シニアクラブ連合会」活動を支援。 

・2022年 4月に開校した緑園学園開校記念として、地域からステンドガラスの寄贈に賛同し寄付を実施。 

・緑園会館運営委員会に委員を派遣し、施設の運営・維持管理等を実施。 

 

 

第２号議案 2022 年度決算報告および監査報告について 
P-7に 4号議案と一緒に掲載しました。そちらをご参照ください。 
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第３号議案 ２０２３年度活動方針（案）について 

 
1.今後の RCA の組織運営 

今年度の活動は、NPO法人化の手続きが中心となる予定です。 

具体的には、今回の総代会において RCA の NPO 法人化を前提とした会則変更を決議し、新組織へ

の移行について会員の皆様の了解を頂き、その後、設立総会を経て横浜市への法人設立認証申請の手

続きに入ります。諸々の申請書類のやり取りに約半年かかることが想定され、受理されて初めて法人登記

の手続きに入ることができ、この法人登記の完了を以って NPO 法人 RCA の発足となり、従前の総代制は

廃止されることになります。 

この間、従来の任意団体 RCAに係る予算により組織運営が実施されることとなり、ほぼ翌年度から新組

織である NPO法人 RCAの総会決議に基づく予算の執行と活動の始まることが予定されています。 

総会決議は議決権を有する正社員によってなされ、正社員の中から選出された理事により構成される

理事会によって予算の執行が行われます。 

そして、ゆくゆくは入退会届により管理された会員の名簿に基づいて RCA会費の徴収が図られることに

なりますが、NPO 法人としての組織運営が軌道に乗るまでには時間のかかることが想定されるため、しば

らくは自治会による RCA 理事の派遣や RCA 会費の徴収について可能な限り従前どおりのご支援を頂き

たく、お願い申し上げる次第です。 

 
2.まちづくり事業 
(１） 良好な住環境の維持 

「住まいのまちなみ賞」受賞に伴うまちなみ維持管理活動支援費を活用し、前年に引き続き次の課題を

中心に検討を進めます。 

  ①まちなみ維持活動やワークショップ 

  ②「住まいのまちなみ賞」受賞記念イベントや小学生を巻き込んだ広報活動 

  ③他の事業と連携した植栽整備や景観整備活動 

(２） 緑園都市駅前の活性化 

昨年度の活動結果を踏まえ、小さくとも次につながる成果の獲得、さらにその枠組みを広げ、住民各層

等巻き込んだ本格的活動への道筋をつけることと致します。 

具体的には店舗等の活性化の継続推進、駅前緑化推進、各関連組織、住民各層巻き込んだ、あるべ

き駅前活性化全体像の検討を進めます。 

 

3.緑化推進事業 
（１）ＲＣＡのまちづくりの一環として多くの住民が利用する緑園都市駅周辺・集会施設などに花を植え、街の

景観形成に役立たせます。 

（２）美しい街並み維持のため、各家庭の玄関や庭先に花を植えることを目的に「花の頒布会」を春と秋の年

2回開催します。 

（３）各種園芸用品、ＲＣＡオリジナルプランター等を無償で貸し出すとともに、その活用促進を図ります。 

（４）駅前活性化プロジェクトの一環として「緑園花と緑の会」の活動を推進し、地域住民や関係諸団体ととも

に活性化を図ります。さらに、地域緑のまちづくり活動として緑園都市緑化推進クラブを支援し協業していき

ます。 

（５）グリーンバンク制度（花木のリサイクル）の推進 

  春・秋の「花の頒布会」時及び月・水・金の事務局開館時「緑のリサイクル活動」を推進致します。 

 

4．環境整備事業 
（１）防犯カメラの情報提供と維持管理（合計 10台） 

  ・神奈川県警および泉警察等関係部署に協力し、防犯の抑止力アップと事件解決に協力をしてまいり 

  ます。 

  ・2015年～2016年に設置した 8台のカメラの更新をします。 
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（２）青色回転灯を装備した車（通称：青パト）で、緑園を定期的に巡回し、防犯活動を「緑園地区防犯パトロール

協議会」と協働で推進します。 

（３）緑園全体の一斉清掃活動を実施します。 

（４）緑園クラブハウスと緑園自治会館を連合自治会と共同運営します。 

 

5. 国際交流 
(１） 姉妹住宅地であるラドバーンとは、ラドバーン協会との緊密な交流を引き続き行なっていくとともに、緑園学

園との文通交流などの支援を行ないます。 

(２） 地域の大学、住民、各国公館等の協力を得て、外国人等によるトークサロンや各種交流イベント等の開催を

検討し、住民との交流を推進していきます。 

(３） ボランティアの方の協力を得て街の写真交換を季節ごとに行なっていきます。 

 

6．広報活動 
(1) ＲＣＡの活動内容やまちづくりの観点で住民にとって有益となる情報発信につとめ、「ＲＣＡだより」を発

行します。 

(2) レンタルサーバを利用し、緑えんネット運営見直しに向けた RCAのサイトを独立して構築し、一般公開

します。現「緑えんネット」も含めた運用方法を確立し、徐々に新たな運用方法に切り替えていき、地域

各種団体等と連携した、住民のための地域情報共有基盤を確立します。 

 

7．地域交流等その他の事業 
(1) 連合自治会との合同会議で緑園地区の課題と対応を継続して協議します 

(2) 子育て世代が暮らしやすい環境整備のために、子育て支援を実施します。 

(3) 地域住民を対象としたパソコン教室を運営します。 

(4) 緑園学園と地域との交流を、各種イベントを通して推進します。 

(5) 青少年の健全な育成を目的として、地域青少年との交流と機会の充実を図るため、青少年活動を行う

団体への支援を行います。 

(6) 住民対象の企画イベントへの支援を行います。 

(7) 地域の集会施設（自治会館、クラブハウス）の運営委員会に理事を派遣し、維持管理に努めます。 

(8) フェリス女学院大学との各種交流を継続して実施してまいります。 

 
第４号議案 2023年度予算（案）について 
P-7に 2号議案と一緒に掲載しました。そちらをご参照ください。 

 

第５号議案 NPO 法人化方針及び会則変更（案）について 
 数年来 RCAの課題解決の一助としての NPO法人化を検討してきました。NPO規定に準拠するよう RCA

会則を改定し、横浜市に登録申請を行います。承認された次年度から本会則に従った運用を予定していま

す。なお、行政の指導等により内容が若干変わる可能性がありますが、次年度の総会で報告を予定してい

ます。 

 主な変更点としては総代制の廃止、会員区分の見直し等があります。NPO法人化だけでは地域の課題を

解決できる訳ではありませんので、引き続き地域の皆様の協力をよろしくお願いします。 
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「第 2号議案 2022年度決算報告」         「第 4号議案 2023年度予算（案）」 
 

 

  
項  目 22 年度予算 22 年度決算 増  減 23 年度予算案 22 年度予算との差 

収 

 

 

入 

前年度繰越金 4,066,955 4,066,955 0 4,588,108 521,153 

正会員会費 6,712,580 6,073,640 -638,940 6,073,640 -638,940 

特別会員会費 900,000 900,000 0 900,000 0 

雑収入 520,000 500,034 -19,966 386,100 -133,900 

預金利息 20 37 17 20 0 

小計 8,132,600 7,473,711 -658,889 7,359,760 -772,840 

収入合計 12,199,555 11,540,666 -658,889 11,947,868 -251,687 

支 

 

 

出 

緑化推進費 900,000 719,052 -180,948 1,107,000 207,000 

まちづくり 500,000 418,493 -81,507 500,000 0 

環境整備費 2,280,000 1,776,826 -503,174 2,400,980 120,980 

国際交流費 200,000 4,410 -195,590 200,000 0 

広報活動費 1,042,000 549,054 -492,946 1,042,000 0 

青少年交流事業 100,000 100,000 0 100,000 0 

子育て支援事業 250,000 200,000 -50,000 200,000 -50,000 

地域交流事業 100,000 100,000 0 100,000 0 

イベント開催費 120,000 128,329 8,329 120,000 0 

慶弔費 80,000 10,000 -70,000 60,000 -20,000 

会館運営費 500,000 500,000 0 500,000 0 

会館修繕積立金 1,000,000 0 -1,000,000 0 -1,000,000 

会議費 120,000 110,110 -9,890 140,000 20,000 

事務局運営費 1,575,000 1,511,627 -63,373 1,800,120 225,120 

事務所家賃 290,400 290,400 0 304,000 13,600 

通信費 155,000 137,800 -17,200 163,520 8,520 

備品消耗品費 430,000 343,503 -86,497 430,000 0 

雑費 31,000 52,954 21,954 80,000 49,000 

予備費 500,000 0 -500,000 500,000 0 

支出合計 10,173,400 6,952,558 -3,220,842 9,747,620 -425,780 

次年度繰越金 2,026,155 4,588,108 2,561,953 2,200,248 174,093 

 

 

2022年度災害対策積立金報告書  

 

  
項  目 前年実績 決 算 増 減 

「災害対策費積立金」は、地震など

の災害備えて給水対策を始めとした

防災対策を街全体の視点に立って

実施して行くために平成 9年から平

成 13年まで特別会員が負担してい

た特別会費を積立てきたものです。 

現在は、積立を行っていません。予

算執行に際しては、使途を明確に

し、総代会の承認を得た上で実施し

て行きます。 

収 

入 

前年度積立金 10,113,733 10,113,906 173 

積立金 0 0 0 

預金利息 173 173 0 

収入合計 10,113,906 10,114,079 173 

支 

出 

支出 0 0 0 

支出合計 0 0 0 

次年度繰越金 10,113,906 10,114,079 173 
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☆ ☆ ☆  イ ベ ン ト 案 内  ☆ ☆ ☆  
 

【緑園オープンテニス大会のお知らせ】 
緑園地域の住民どうしの交流を深めると同時に日頃の運動不足を補うために緑園テニスクラブでは「緑園オ

ープンテニス大会」（RCA後援）を下記の通り開催致します。当日、会場入り口でコロナウイルス感染防止の

ため、手首の消毒を実施とマスクの着用をお願い致します。つきましては、皆様の参加をお待ちしています。 

１．日時： ２０２３年５月２８日（日）９時〜１５時（集合：８：４０） 

２．場所： 相鉄遊水池 テニスコート （1丁目） 

３．参加資格：緑園在住・在勤・在学の高校生以上の方 

４．参加費：１,０００ 円（弁当/飲物代・コート代、ボール代） 

５．種目： ①男子ダブルス②女子ダブルス③ミックスダブルス 

６．その他：チーム対抗戦とし優勝チーム等には、賞品があります。  

７．申し込み： メールで５月19日（金）迄に申込ください。 

８．連絡先： メール：nomt6453@gmail.com （RTC会長 野村 鉄博） 
 

【トークサロン開催のお知らせ】（国際交流委員会） 
 コロナ下で休止していました世界各国の歴史・文化・教育などの紹介を通じ、住民との交流を図るト

ークサロンを新年度より再開することになりました。参加は、無料でお一人でも予約なしで気軽に参加

できます。今後の予定は、各丁目掲示板・緑えんネット（ＲＣＡ国際交流委員会のページ）を通じご案

内致します。会場は、緑園クラブハウスで開催しています。 

◇日 時：６月２４日（土）１３：３０ 緑園クラブハウス 

◇テーマ：「チェコとウクライナの近況」（仮称） 

◇スピーカー：横浜国大留学生 

 

【花の頒布会開催のお知らせ】（緑化推進委員会） ※ 会員限定 
“私たちの街を緑と花のあふれる美しい街にしましょう”を合言葉に恒例の「春の花の頒布会」を下記の通り

開催致します。頒布会会場に用意される花苗は、皆様のお好きな種類や色をご自分の目で確かめて選んで

購入することができます。秋の花の頒布会に引き続き、グレードアップ花苗コーナー、園芸グッズコーナーを

設置するほか、お値打ち花苗コーナーを新設します。 

  ●一般花苗コーナー（１００円）   ●グレードアップ花苗コーナー（３００円） 

  ●園芸グッズコーナー（春のガーデングッズ） ●お値打ち花苗コーナー（数量限定） 

一般花苗とグレードアップ花苗は１世帯合計２０株まで上記価格で購入できます。それを超える分は＋３０円

です。（上記すべて消費税込みです。）お値打ち花苗は前項の２０株とは別途で、1 世帯２株（入荷状況によ

り変更となる場合があります）まで購入できます。 

また、家庭で増やしたり、必要でなくなったりした花や樹木の苗を必要なご家庭に提供（無料）する「グリーン

バンク制度」の場や、家庭の玄関や庭先の花と緑を植え、維持していただくための RCA オリジナルプランタ

ー貸出（返却）の受付(受付のみ。授受は後日調整)を行いますのでこちらも併せてご活用下さい。 

◇日 時：５月２７日（土）雨天決行 午前 9時 00分～１１時 00分 

◇会 場：緑園学園交流広場  状況を見て新型コロナ感染防止策を実施して開催 

✯花の頒布券（下）を切り取り、氏名住所・株数をご記入の上ご持参下さい。 

✯精算の際は、予め小銭をご用意下さい。 

✯車での来場はご遠慮ください。  

 
 

 
花の頒布券（２０２３年５月２７日） 住所：緑園     丁目                | 

|                                      | 

                 

氏名：                                | 

 

購入株数  100円      株 300円   株 

お値打ち    株 

Ryokuen 
・会場：緑園学園交流広場 
・駐車場はありませんので車での来場はご遠慮ください。 

 

mailto:nomt6453@gmail.com

